






























































































1956 年1 月22 日
『読売新聞』












































1999- ： ステンレス外装 ⇒ 高級感のある四角いデザイン
（写真）『三菱電機株式会社ホームページ三菱ジャー炊飯器４０年の歴史』
グルメから和食の伝統

















炊飯機能 炊飯 ＋ 保温機能
プラスティック ＋ 金属，透明材，塗装

























『The History of Samsung Electronics (2)』 Diversification and Expansion (1971～1974)
韓国における炊飯器は、1965 年にGoldstar ( 現ＬＧ ) を通じて最初に導入され、
1972 年には韓日電機株式会社が日本の三洋電機との技術提携を結び生産を開始した。











































































1955 1970 1980 1990 2000 2015
日本の米食文化
韓国の米食文化
韓国における炊飯器のデザインは、それまで日本メーカーの影響を強く受けていたものが、高圧炊飯
器の開発により、独自のデザインが導入されるようになったと考えることができる。また、機能性を重
視したデザインからは、食文化の違いに加えて、住環境に関する意識など、生活文化の違いがデザ
インに影響していることも考えられる。
日韓の食文化と炊飯器のデザイン
インテリア志向
機能性重視羽釜風 花柄
高圧炊飯器
今回の調査により、両国における炊飯や米食は、羽釜と鋳鉄釜の違いに
見られるように炊飯器の登場以前より異なる文化として存在していたこと
が示された。
以前は日本製品の影響を受けていた韓国製炊飯器のデザインに、近年、
異なるトレンドが見られる理由の一つとして、技術の進化により、地域の食
文化に合わせた機能（炊飯）が可能となり、異なる機能・デザインの炊飯
器が開発されるようになったと考えることができる。
林 在圭
文化政策学部 国際文化学科
加藤 裕治
文化政策学部 文化政策学科
伊豆 裕一
デザイン学部 デザイン学科
日本生活学会において
本研究調査結果を含め
「韓国における炊飯器の
変遷と食文化」を発表。
日本デザイン学会、研究
発表大会において本研
究の成果を発表し関連
分野研究者と意見交換。
本研究調査の一部を含め
『現代文化を学ぶ人のため
に』（井上俊編、世界思想
社）内で「現代文化としての
消費文化」を執筆。
今回の調査で観察された変化はまだ始まったばかりであり、今後も研究を継続
する必要がある。今後、他の地域や、他の製品についても調査を進め、地域文
化と家電製品の関係を多面的な視点から明らかにしていきたい。
今年度、 3名の研究者はそれぞれの専門分野で、本研究調査の結果を含めた
研究発表をおこなうなど、関連分野研究者との意見交換を進めている。
